






<結論〉 

小児期に透析導入され,現在成人に達している 15 例の社会復帰の現状について報告した。

現在の彼らは与えられた体力,時間内でよくやっていると思われるが,彼らをとりまく環境

はきびしく,希望の進学,就職へ就けないのが現実であった。その中で,われわれ医療人は無

力と言わざるを得ない。医療技術の進歩に伴い長期延命例が増加し,小児期から透析療法を

つづける成人が増加してくるものと思われる。長期の透析療法のため無気力になったり,

明日への希望も希薄な患児もいることから,透析小児の社会復帰を考える場合,腎移植の全

国的な啓蒙のみならず,彼らを援助する暖かい社会環境が必要であると思われる。 


